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3．3 St John’s Innovation Centre
3．4 Granta Park
おわりに－制度的厚みと革新性





























1）世界のサイエンスパークについて紹介したものとしては，M. Castells and P. Hall［1994］,
Technopoles of the World : The making of21st Century Industrial Complex, Routledge, M. A.
Dorgham eded［2004］, International Jounal of Technology Mnagement, Volume28, Nos.3／4／5
／6, Inderscience Enteprises Ltdがある。
















































3）The East of Englandは，イングランド東部，Norfolk，Suffolk，Cambridgeshire，Bedfordshire，
Hertfordshire及び Essexの6州からなる地域であり，総面積1万9，120km2，人口約584万
人（センサス2011）を数える。
4）St John’s Innovation Centre［2003］, Cambridge Technopole, p.30．
























6）Segal Quince & Partners［1985］, The Cambridge Phenomenon, : The Growth of High
Technology Industry in a University Town, Brand Brothers and Co., p.12．
7）William Holfordと H. Mylesが行ったケンブリッジの調査と計画により，グリーンベルト
の範囲を明確にし，新規住宅開発を市の北部及び南西部に抑制するとともに，人口を10



























9）Segal Quince & Partners［1985］, pp.19～21．























































































合 計 100 100 100
実 数 261 13，700 890
（社） （人） （100万ポンド）
図1 ケンブリッジ地域における調査企業の年次別設立件数
（出所）Segal Quince & Partners［1985］, The Cambridge Phenomenon : The Growth





















































ケンブリッジ市とサイエンスパーク 110 42．1 7，450 54．4
インナーリングビレッジ 32 12．3 1，450 10．6
その他南ケンブリッジ州 63 24．1 2，350 17．2
南ケンブリッジ州外 56 21．5 2，450 17．9














（出所）St’ John’s Innovation Centre［2002］, Cambridge Technopole : An





































全企業 261 13，700 52．5 890 65
1974－78年に設立された企業 61 1，750 28．7 242 138
1979年以降設立された企業 128 2，030 15．9 102 50
表3 企業形態別割合（1984） 表4 ケンブリッジ地域で設立された企業
の創業拠点別割合（1984年）
（注）サンプル261社











































St John’s Innovation Centre


























































































小 計 55 172，000 61％











（出所）Segal Quince Wicksteed［2000］, The Cambridge Phenomenon Pevisited Part
Two, Segal Quince Wicksteed Limited, p.92






パークとしては Babraham Hall（1997），Fulbourn Hospital（1999），Peterhouse
Technology Park（1999），それに CSPの拡張（1999）が行われた。また，ケン






































14）Segal Quince Wickstreed［2000］, The Cambridge Phenomenon Revisited . Segal Quince
Wicksteed limited.
15）St John’s Innovation Centre［2002］, Cambridge Technopole : An Overview of the UK’s
Leading High-technology Business Cluster, St John’s Innovation Centre Ltd..
期 間 1～5人 6～10人11～20人21～50人51～100人 101～200人 201～500人 501～1，000人 1，000人以上 NA 合計
1965前 0 1 2 3 4 1 6 1 1 0 19
1965～9 1 1 3 2 0 3 0 0 0 0 10
1970～4 5 2 0 7 4 2 1 0 0 0 21
1975～9 5 5 1 8 1 0 1 0 0 1 22
1980～4 13 9 7 14 2 3 1 0 0 2 51
1985～9 24 9 15 16 8 5 1 0 0 1 79
1990～4 28 18 15 15 3 3 1 0 0 1 84
1994以降 17 18 10 9 2 1 0 0 0 1 58
合計 93 63 53 74 24 18 11 1 1 6 344
比率 27．0 18．3 15．4 21．5 7．0 5．2 3．2 0．3 0．3 1．7 100．0
表7 ケンブリッジにおける設立年次別規模別企業数 （単位：社数，％）
（出所）Segal Quince Wicksteed［2000］, p.32.






















































17）St John’s Innovation Centre［2002］, Cambridge Techopole : An Overview of The UK’s
Leading High-technology Business Cluster.
図3 ケンブリッジ・テクノポールに集積するハイテク企業の推移
（出所）St’ John’s Innovation Centre［2002］, p.1.
























19）Anglia Polytechnic Universityは1858年に設立された Cambridge School of Artに端を発
し，Cambridgeshire College of Arts and Technologyと The Essex Institute of Higher Education
とが統合されて Anglia Polytechnicとなり，1992年に大学に昇格して Anglia Polytechnic





















Chamber of Commerce & Industry, Cambridge Europe and Technology Club
（CETC）, Cambridge High-tech Association of Small Enterprises, Cambridge
Network（CN）, Cambridge University Local Industry Links（CULIL）, Eastern
Region Biotechnology Initiative（ERBI）, Enterprise Link, University of Cambridge
Institute for Manufacturing Local Industry Network（LIN）等がある。ケンブリッ
ジはまた私的セクター，公的セクター及び教育セクターを統合する沢山の国際
的な企業家精神やイノベーション関連イベントの拠点である。その例として，
Cambridge Enterprise Conference, Cambridge Technology Exchange（CTE）,
CHASE Conference, ERBI Annual Cambridge BioPartnering Exchange等を挙げる
ことができる。
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る拠点として Babraham Bioincubatorや Granta Park，Melbourn Science Park，




































ファンド名 基金規模 1件当たり投資額 投資対象
3i 8bn 1m－50m 全業種
amadeus Capital Partbners 285m 20m以下（平均3．5m） イギリスと EUにおける新技術分野
Avlar BioVenture 100m 25k－2m バイオベンチャー
Cambridge Gateway Fund 32m 1m－5m IT，情報通信及びライフサイエンスベンチャー
Cambridge Research & Innovation Ltd 16m 50k－500k 全ての科学分野における新技術
ET Capital 12．3m 20k&750k 革新的な技術応用によって高成長型企業
Preiude 360m 500k－5m 高度技術に基礎を置いた高成長企業
TTP Ventures 35m open－3m 技術
Univesity Challenge Fund 4m 10k－205k 大学にベースを置いたスターアップ企業
表8 ケンブリッジ・テクノポールにおけるベンチャーキャピタル （単位：ポンド）
（注）bnは10億ポンド，mは百万ポンド，kは千ポンド。
（出所）St John’s Innovation Centre［2002］,5p.
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にまたがる法的サービスを提供する Eversheds, Hewitson, Becke and Shaw,
Mills & Reeves, Taylor Vinters, あらゆる領域の財務関係サービスを提供する
Detoitte and Touche, Ernst & Young, KPMG, PWC, Grant Thornton，あらゆる領











ルタントとしては TTP Group, Cambridge Consultant, Scientific Generics, PA
Technology等を挙げることができる。高等教育研究機関としてケンブリッジ大
学の他，Microsoft Research, Unilever Centre for Molecular Informaticsがある。















の他，SJIC（1987）, High Cross research Park（1985）, Granta Technology Park
（1997）, Babraham Hall（1997）, Fulbourn Hospital（1999）, Melbourne Science Park
（1982）, Peterhouse Technology Park（1999）, Cambrige Research Park（1997）等
が建設された。
また，ビジネスパークもしくはオフィスパークとして Castle Park（1985）,
Cambourne Business Park（1999）, The Westbrook Centre（1985）, Vision Park
（1987），Cambridge Business Park（1985）, St Ives Business park（1990）,
Longstanton Business Park（2000？）が建設されている。
以下，これらのうち代表的なサイエンスパークである Cambridge Science
































































24）スウェーデンの LKB Biochrom社やアメリカのレーザー専門会社である Coherent社であ
る。
25）Heriot-Watt University Research Parkは，エディンバラ市の郊外にある Heriot-Watt
Unversityのキャンパスに隣接されたサイエンスパークである（http://www.edinburgh
sciencetriangle.com/science-parks/heriot-watt-research-park/，2016年7月閲覧）。












2005年には The Cambridge Science Park Innovation Centreがオープンし，アー
リー・ステイジの企業の成長と発展を支援することになった。さらに，2008
年には，17百万ポンドを投じ，8万平方フィートの新しいオフィスと R&D施
設をもつ One Zero Oneが建設され，オランダの電気メーカーである Philipsや
ソフトウェア会社 Citrixが入居した。また，CSPに最も象徴的な社屋を保有し



























































3．3 St John’s Innovation Centre
































































Granta Parkは BioMed Realtyが開発し，同社と TWIが施設全体の概ね2分




























31）Granta Parkについては http://www.ukspa.org.uk/members/gp，BioMed Realty Trust, Inc.に
ついては http://www.biomedrealty.com/about/による（2016年7月閲覧）。
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であり，専門家による質の高い支援サービスが提供されるから，テナント料が
高くともそこに立地する魅力があるからである。その結果，ニーズに対応して
大学はテナント料収入を担保に市場から追加資金を調達してサイエンスパーク
やインキュベート施設を拡大することが可能である。また，民間デベロッパー
はサイエンスパークの整備事業に参入し，ビジネスに成功したハイテク企業を
ターゲットに高品質のセキュリティ，IT・会議室・商談室等のビジネス環境，
レストラン・カフェ，ナーサリー，豊かな環境・景観を備えたサイエンスパー
クの整備事業を推進している。
第5は，大学を中心として多様なネットワークが構築され，情報共有と相互
支援の仕組みが構築されていることである。ケンブリッジ大学を中心に大学と
ハイテク企業との有機的連携が形成されていることであり，大学・研究機関と
民間ベンチャーキャピタル・コンサルタント企業との重層的なネットワークが
新規創業を支える「制度的厚み」を形成しているのである。
こうした世界的な研究型大学と多様なネットワークの構築が，大学の研究成
果や人材養成をベースとしながら新規創業を促していることである。その結
果，1970年代から80年代の深刻な経済不況から好転したイギリス経済を背景
に新規創業が加速化し，ケンブリッジテクノポールを中心とするイースト・イ
ングランド地域はイギリス国内においても最も活性化した地域として発展して
いることである。
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